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目的 ：現 社生産さt ＼ている 身延 な衣 服は- 雑誌 や促 頭 写真とレ て今くは記 録される が`、実

際 羞 用した衣服 そのも のが残 されることは 少な いと葱う 。退蔵 衣服( 家庭 でヽしまいこみ処

分 に 困ってい ゐも の)  ^ﾘ 又集しば し)'めた目的 は 、①身近 な衣 生活 の記 録^ わヽμ ちどし て残

すこと、＠ 衣 ま乖 の中にあ ゐデザイ ン の問 題 鳶ヽ t退蔵 衣服 £ま して探 ろこと、⑤家政営に

おけ るデ ザイ ン(D  出廃 点k. して身のまわりの衣 まｼ知 φヽ間 題発見 すろ任験 乞喋ば せるこ と

が`あげ ら`れ ゐ。今 後 継続 するにあ たり 、今 回はどのような衣 まl活 の実憾 乞ごれφよ り明 確

に でヽき石のか試 みに軸 粟を｡報 告t る 。

方法: 調 査 ば、昭知 竹年/ 乙月～/ 月. 罫 年/之月～ ／n 、ぶ/年j? 月･ヽ・夕月の3 回にわたって

そ れぞれ被服 学料 乙年次す ま｡を対 象に各自 の零 庭 より垠 蔵衣服 を選it せ. 片の着 用状 況 の

調 査用絢 と､共に提jlぱ せた 。なお調 査内刄 は各 茸丿剱 寸レ今ケ 募な･7 ね 。

銘 粟： ①回収数 は、箔 外が/z ダゑ 、銘年 ぺ押ゑ 、l>/茸ヵぐμ ゑ の計3i∂ ゑ てあ フた 。②素人

の衣服 タぐ多ヽヽ のV 、/Z ～趾P( に>^ キレ松 ものヵぐぶ夕'-^%と半舷 以 上£占∂り、 川才以 下t';>v手

のもの ＼iW; 、乙!１‘以 上にλ キの もの球謀､Z ％ であ 、恢 。R 退蔵 ずる狐 由ば年齢 て･･異な')

危ヽ渚（に好 みヵぐ変幻 、fx k: か 、A  メ ージ に合ｵﾌ ない い り 理由 球`増^ ろのは 朋 ずば カ`ラ 刀

べ 初sウ頃 て･ヽあ り、－ 餉の価 ぼ秘 を形成 ずる遠 程 と､秀 え｡φれた 。それ以 降は それφ理 由 が滅

少しft 、④弟 用老 のま活 地域 ぼ.  関東地ガ が` ﾀ^､/％と今い が`他 は名 地iにわf-･フてぃ やの でヽヽ

全国 の衣 ま活 の状 現^  P?ろ楓 蕨秀 篆で?  X'。昭 ロ泗銅 ぺ;より剌 吋 追 っていく と｡、卵^ 頃

ぶりふ勤'Sの影 常ざ各 絶 にぷ ま 列 噴向 などがμ 澱りれむ 。

B 150 実 習 「 伝 承 紅 花 染 」 と そ の 実 践

米 沢 紅 花 資 料 館

鈴 木 紅 花 研 究 所　 鈴 木 孝 男

目 的　 昭 和 よ9 年 日 本 家mm  会 第3    6 回 大 会 被 服 部 会 に お い て 、 鈴 木 はr 江 戸 時 代 の 紅

花 染 に つ い て 」 発 表 し た. そ の 発 表 内 容 を も と に 、 短 時 間 に 効 果 的 に 実 習 を す る こ と が で

き る よ う に 指 導 の 工 夫 を し 、 こ れ を 実 習 「 伝 承 紅 花 染 」 と 題 し 、 実 践 に 移 し て き た ．

江 戸 時 代 の 人 々 が 、 貴 重 な 紅 色 素 を 系 統 的 に 、 有 効 に 活 用 し た 各 種 の 技 法 を 実 習 す る こ

と に よ っ て 、 「 伝 承 」 の 意 義 を 理 解 し こ れ を 守 り 育 て て い く 態 度 を.養 う こ と を 目 的 に し た

方 法　 夏 の 特 別 講 座 と し て 大 学 生 に 、 カ ル チ ャ ー 教 室 で 一 般 の 人 達 を 対 象 に 実 施 し た.

実 習 前 、 実 習 後 の 諸 調 査 か ら 、 前 記 目 的 が 達 せ ら れ た か そ の 効 果 を 判 定 し た.

結 果　1  . 実 習 指 導 案 は 適 切 で あ っ た か･･ ‥ 実 習 内 容 の 興 味 度 調 査 や 、 実 習 申 の 質 問 に

対 す る 解 答 や 感 想 な ど を 総 合 す る と 、 お お む ね 短 時 間 の 割 に は 、 密 度 が 濃 く 、 興 味 を ひ い

た と 解 さ れ た.

2  . 紅 花 染 の 色 の 特 長 が 分 っ た か ‥ ‥ 化 学 染 料 に よ る 発 現 色 と 比 較 し て 、 妥 当 性 の あ る

表 現 が 大 部 分 を しIめ て い た.

3  . 「 伝 承 」 の 意 義 に つ い て ‥･･ 実 習 前 と 実 習 後 の 考 え に 差 異 が 見 ら れ た か に つ い て 調

べ る と 、 大 多 数 は 、 伝 承 に 賛 意 が 見 ら れK.   .

4  . 伝 承 紅 花 染 を 守 り 育 て て 行 け る か･･ ‥ そ の 一 端 を 、 実 習 後 に 「 今 後 の 研 究 開 題 が 見

つ け ら れ た か 」 と い う 観 点 か ら み る と 、 研 究 問 題 を 見 つ け だ し た 人 は 極 小 数 で あ っ た. こ

の 点 に つ い て は 、 さ ら に 研 究 の 余 地 が あ る と 思 わ れ る ．


